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策定にあたって 

 

中学校及び義務教育学校の部活動は、これまでスポーツ、文化及び科学等の興味・

関心を共にする生徒の自主的・自発的な参加による取組として実施されてきた。こ

の取組は、各部の責任者（以下「部顧問」という。）の教師や保護者、地域の人々に

支えられ、生徒の自主性や責任感、協調性、自己肯定感などを養ってきた。 

一方で、過度な練習による生徒の肉体的、精神的な負荷の増大や顧問を務める教

師の多忙化などの課題が顕在化していたため、その実態と生徒や保護者、教師等の

ニーズを踏まえ、学校における部活動の運営体制を根本的に見直す必要が指摘され

てきている。 

こうした中、平成３０年３月、スポーツ庁は「運動部活動の在り方に関する総合的

なガイドライン」（以下「国のガイドライン」という。）を定め、都道府県及び市町村

教育委員会や学校法人等の学校の設置者が定める方針の基準を示した。また、国の

ガイドラインに則り、平成３０年７月に埼玉県教育委員会は「埼玉県の部活動の在

り方に関する方針」（以下「県方針」という。）を策定した。 

そこで、日高市教育委員会では、生徒の自主的な活動を推進していくために、学校

が支援する基準となる、「日高市立中学校・義務教育学校の部活動方針」（以下「市方

針」という。）を策定する。 
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１ 生徒が主体となって運営するための支援 

（１）部活動の方針の策定について 

  ア 校長は、「市方針」に則り、「学校の部活動に係る活動方針」を策定する。 

  イ 校長は、活動方針及び活動計画を保護者・生徒等に周知する。 

（２）指導・運営に係る体制について 

ア 部活動に所属する生徒（以下「部員」という）は、年間活動計画並びに毎月の活動

計画を作成する。部顧問は、各種計画の作成を支援する。 

イ 校長は、各部の毎月の活動計画及び活動実績の確認等により、活動内容を把握する。 

ウ 部顧問は、日々の部活動の様子や部員が記録する部活動記録簿の確認等により、 

生徒の活動内容を把握し、生徒の自主的な活動を支援する。 

 

２ 合理的でかつ効率的・効果的な活動推進のための取組 

（１）適切な支援の実施について 

ア 部顧問は、文部科学省が平成２５年５月に作成した「運動部活動での指導のガイド

ライン」に則り、生徒の心身の健康管理（スポ―ツ障害・外傷の予防やバランスのと

れた学校生活への配慮等を含む。）、事故防止（活動場所における施設・設備の点検や

活動における安全対策等）を徹底し、生徒が自主的な活動に取り組むことができるよ

う支援する。 

  イ 部員は、自主的な活動ができるよう活動計画を作成する。また、部顧問は、部員が休養

を適切に取りつつ、短時間で効果が得られるよう支援する。 

（２）部活動用指導手引き等の活用について 

部顧問等は、県教育委員会が作成する指導手引や「運動部活動指導資料」、各スポー

ツ競技の国内統括団体等が作成する指導手引等を活用して、２（１）に基づく支援をす

る。 
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３ 適切な休養日等の設定 

（１）部活動における休養日及び活動時間について 

心身の健やかな成長のために、運動、食事、休養及び睡眠のバランスのとれた生活を

送ることができるよう、以下を基準とする。 

ア 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、土曜日及

び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上を休養日とする。 

  なお、定期テスト前の一定期間は休養日とする。 

イ 長期休業中は、週末を休養日とする。また、十分な休養を取ることができるととも

に、部活動以外にも地域や家庭等で多様な活動を行うことができるよう、一定程度長

期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

ウ 大会参加や練習試合等で、週末に休養日が設けられない場合は、休養日を振り替え

る。 

なお、学校閉庁日は休養日とする。 

エ １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を

含む。）は３時間程度とする。この活動時間には、活動のための準備、片付け、会場準

備等の時間は含まない。 

  オ 大会参加や練習試合等で、上記エの時間を超えて活動をする場合には、健康面を考

慮し、休養日を設ける等、適切に対応する。 

  カ 部活動の朝練習は行わない。 

（２）大会・コンクール等への参加について 

中学校体育連盟が主催する運動部の大会や吹奏楽・合唱連盟が主催するコンクールが

計画されている場合は休養日の特例を認め、その大会・コンクール等の１週間前より休

養日を設けず活動することができる。ただし、生徒の健康面を考慮し、その大会終了後

に休養日を設ける等、適切に対応する。なお、該当する大会・コンクール等は以下に示

すア、イとする。その他の文化部のコンクール等についても同様に対応する。 

  ア 運動部における大会 

   １ 学校総合体育大会（入間西部・西部地区・県・関東・全国） 

   ２ 新人体育大会（入間西部・西部地区・県） 

   ３ 通信陸上大会（入間西部・県） 

   ４ 駅伝競走大会（入間西部・県・関東・全国） 

  イ 文化部（吹奏楽・合唱部）におけるコンクール等 

   １ 吹奏楽コンクール（西部地区・県・西関東・東日本・全国） 

   ２ アンサンブルコンテスト（西部地区・県・西関東・全国） 

   ３ 合唱コンクール 

   ４ ヴォーカルアンサンブルコンテスト 

（３）準公式の大会等について 

   各部活動単位で参加する大会・コンクール等が増えており、生徒への過度な負担が心

配されることから、学校総合体育大会や新人戦のいわゆるシード決め大会や入間西部地

区の夏季・冬季大会、１年生大会等は通常の練習試合扱いとする。 



4 
 

４ 熱中症事故の防止等 

（１）全体方針について 

 活動場所における暑さ指数（ＷＢＧＴ）が３１℃以上となった場合には、その場所での

部活動を禁止とする。 

（２）熱中症予防の徹底について 

  ア 児童生徒への健康観察や適切な声かけ等の健康管理を行う。 

  イ 水分補給と十分な休憩を取り入れた無理のない活動計画を立てる。 

  ウ 生徒の休憩場所を事前に確保する。 

  エ 生徒が体調不良を訴えやすい環境づくりを行う。 

 

（参考）環境省熱中症予防情報サイトより 

 

 


